
ひどいときは病院へ 

炎症を抑えるステロイドの塗り薬が必要な

場合があります。水ぶくれからばい菌が入

る危険があります。 

 

 

皮膚をかき壊してしまう前に 

子どもは痒みを我慢できません。 

かき壊してしまい、プール直前に出血

が…と言ったお子さんもよく見られま

す。手足の爪を短く切り、保湿剤や塗

り薬を上手に使用してみて下さい。           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

                                             

ご家庭での基本の感染対策～コロナウイルスにかからない為に～ 

◆ウイルスを家庭内に持ち込まない 

帰宅後は手洗い・うがいの徹底 

アルコール消毒の活用 

◆マスクの正しい装着 

使い捨てマスク（不織布製）の予防効果が高いとされています。 

装着中はマスクの表面にはなるべく触れず、外す際は耳の紐を持ち表面を内側にして捨てましょう。 

◆適宜、部屋の換気をしましょう。 

◆体温を正確に測りましょう。 

わきの下の最も深い場所に、斜め上に向けて当てます。 

◆規則正しい生活で免疫力を高めましょう。 

栄養バランスの良い食事、適度な運動、睡眠時間の確保（なるべく夜９時までには布団に入れると良いです） 

◎         ※登園時、少しでも普段と様子が異なる場合は、必ず職員に一言お声掛け下さい。  

また、ご家族に体調不良の方がおりましたらその旨もお伝え下さい。 

園内での感染拡大防止と、職員が子どもの体調の急変にいち早く対応出来るようご協力い

ただけたらと思います。 

ほけんだより ８月号 

本格的な夏になり、たくさん汗をかく季節となりました。汗には高くなった体温を下げる働きがありますが、一方

で皮膚トラブルの原因にもなります。たくさん汗をかいたときは、石けんなしでさっとシャワーを浴びるのがお勧め

です。今月は、夏に多い皮膚症状と対処法についてご紹介したいと思います。 

 また、新型コロナウイルス感染症が全国的に急拡大し、「第７波」となりました。園でも、換気・消毒等基本的な

感染予防対策の徹底と、子どもたちには、手洗い・マスクの正しい装着、咳エチケット等の指導を継続して行ってお

ります。大切なご家族や身近な方への感染を防ぐため、ご家庭でも、今一度感染対策の見直しにご協力頂けたらと思

います。 

令和４年８月１日 

上滝こども園  
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